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ネットワーク中立性に対する当社の考えについて 
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基本的視点 
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2030年頃の社会 
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 社会的課題の解決や新たな価値創造を通じ、様々な産業や社会システム※の 
デジタルトランスフォーメーション（DX）が加速 

 事業者・産業の垣根を越えてつながり、データがやり取りされる時代が到来 

NW仮想化研究の 
萌芽から実用化 

5GやIoT実現に伴う 
NW技術の革新 

ポストムーア時代の 
Beyond 5GNW技術の開拓
と新たな社会インフラの実現 

2010 2020 2030 

インターネット技術の 
確立と成熟、商用化 

2000 

電話やインターネットが 
それら単独で社会インフラを構成 

 情報通信ネットワークが 
 自動運転、医療、防災等の社会システムを支える 
 重要な社会インフラに発展 

時間 

重要性 

WWW E-mail 電子決済 SNS 仮想通貨 

遠隔医療 

防災 農業・漁業 

製造 

※ 運輸、農業・漁業、医療、防災、製造、観光、エンターテイメント 等 

自動運転 

DXが加速 
エンタメ 

観光 
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お客様 

様々な産業や社会システムで高まるニーズ 
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運輸 製造 農業漁業 観光 ｴﾝﾀﾒ 

・・・ 

多様なデバイス、アプリ 

・・・ 

集積されたデータを分野横断的に利活用 

必要なもの・サービスを、必要な時に、必要なだけ利用 

多様なデジタルサービス 

DXが進展 

医療 防災 
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ニーズ事例（防災） 
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現在 

防災カメラ 

一定画質 

映
像
送
信 

災害の恐れ 

一定画質向けに 
一定の帯域を 
予め確保 

防災センタ 

防災カメラ 

 通常時：一定画質 
 予兆時：高画質 

災害の予兆 

自治体/企業 
カメラ 

通常時：未接続または別システム/用途で使用 

負荷状況に 
あわせ自動で 
リソース追加 

映像解析 
アプリ 

映像解析 
アプリ 

防災センタ 

予兆発生時には 
通常の狭帯域を 
自律的に拡大 

負荷状況にあわせて 
リアルタイムに 

リソース追加し解析 

 様々なプレイヤーの個別システム（ソリューション、ネットワーク）を横通しし、ダイナミック
にデータを流通させる環境を整えることで、DXにより新たな社会システムを構築し、 
社会的課題を解決することが可能 

ドライブ 
レコーダー 

スマート 
フォン 

DB 

解析結果 

将来 センサ/位置/ 
生体/交通情報 等 

スマート 
ウォッチ 

予兆発生にあわせて 
自動接続し映像送信 

災害連絡用 
システム等と 
情報連携 

映像解析 
アプリ 

代表点の映像を 
一定画質で解析 
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 社会システムを運営するサービサーの要望に応じてNWサービス・トランスポート等を 
最適に組み合わせ、オーバーレイソリューションを提供する世の中になっていくものと想定 

オーバーレイソリューション 

M
u

lti O
rc

h
e
s
tra

to
r 

Cloud エッジ 
クラウド 

NWサービス 
 
 

トランスポート 

事業者A 
事業者B 

お客様 

社会システムを運営するサービサー 

Cognitive 
Foundation 

【Cognitive Foundation®】 

 Multi Orchestratorと 
 ICTリソース（※）を連携し、 
 サービサーの要望に応じた 
 最適なICTリソースの構築・ 
 設定及び管理・運用を 
 一元化する仕組み 
（※）クラウド、NWサービス、トランスポート 等 

事業者C 

ICTリソースを組み合わせてエンド-エンドに連携 

Ctrl 
Ctrl 

Device 

Agent 

Ctrl 

Ctrl 

Ctrl 

Ctrl 

A
P

I
 

A
P

I
 

迅
速
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
ソ
ー
ス
の
配
備
と
構
成
の
最
適
化
を
実
現 

API 

API 

API 

【NWサービス】 

 通信事業者が、トランスポートと 
 自社機能を自在に組み合わせ、 
 サービサーに使い易い 
 NWサービスを提供 

【トランスポート】 

 通信事業者に使い易い 
 伝送サービスを提供 

将来のネットワークの方向性 

卸
提
供 

社
会
シ
ス
テ
ム
提
供 

サ
ー
ビ
ス
提
供 
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NWサービス 
 
 

サービスA 
サービスB サービスC サービスD 

・・・ 

オープンなAPI 

共用ハード 
共用ハード 
（予備） 

突発故障 

自律的に移行 
（オートヒーリング） 

ソフト 

突発需要/故障や災害等にも 
自律的かつ迅速に回復・運用 

自律的に追加 
（オートスケーリング） 

突発需要 

共用ハード 

コントローラ 

全国の通信基盤を整備維持し 
安定的に運用 

災害 

トランスポート 

多様な利用シーン向けに 
高度な伝送機能を実現 

低遅延 

大量接続 
（IoT） 

高速・大容量 

優先制御 

 NWサービス事業者は、サービサーが使いやすい多種多様なサービスを提供 

 トランスポート事業者は、多様な利用シーンや故障・災害等にも対応する使いやすい 
伝送サービスを安定的に提供、NWサービス事業者が必要に応じて活用 

コントローラ 

NWサービスとトランスポート 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjD3uHsg-fdAhUCiLwKHTiKC9kQjRx6BAgBEAU&url=http://img-o.starrypages.net/img-o/biru-4&psig=AOvVaw2rzftwIXIyRWZbae3Rt63P&ust=1538544712619318
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiV4uTtmufdAhUMU7wKHS4kAXUQjRx6BAgBEAU&url=http://img-o.starrypages.net/iconhoihoi/62-factory-purple&psig=AOvVaw0aEDeT--K9PLT06jwZ4zoL&ust=1538550859954725
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwi2xbGEiufdAhUEv7wKHST4BRoQjRx6BAgBEAU&url=http://www.sozaidas.com/114illust07.html&psig=AOvVaw1UxsuIo6E7U57ODsI5czzm&ust=1538546371971913
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 現在の情報通信市場は、従来の通信事業者間の競争に加え、様々な業界・分野の 

垣根を越えたサービス競争が展開される多面的・多層的な市場構造に大きく変容 

 既にクラウドやSaaS・PaaS、端末といった領域で、海外のOTTプレイヤーの存在感が 

高まっているが、今後、トランスポートやネットワークサービスといった領域でも、それら 

プレイヤーの影響力が強まっていくものと想定 

 そうした中、通信事業者においては、海外のOTTプレイヤーと競争していくと同時に、  

従来の通信ネットワークの概念を超えた価値を創造する等の新たな挑戦を通じて、   

トランスポートやネットワークサービスといった我が国のICT基盤を国際競争力あるものと

するため、他の通信事業者やICT基盤を利用するサービサーと世界観を共有していくこと

が必要であり、これまで以上に「競争」だけでなく「協調」が重要になってくると想定 

 今後、通信事業者が新たな挑戦を行っていく中、政府においても、そうした挑戦を後押し 

すべく、ビジネスベースで柔軟な対応が可能となるようにしていただきたい 
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ネットワーク中立性に対する基本的視点 
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具体的検討項目 
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 近年、動画配信サービスやオンラインゲームの利用拡大等に伴い、インターネットトラヒック
が急増（年に1.3～1.5倍程度） 

 通信事業者のネットワークでも負荷が増大しており、今後もこの傾向は継続 

動画配信サービス等のトラヒック推移（予測） 

2016        2017        2018        2019       2020       2021 
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    0 

ｴｸｻbps/月 

〔出典〕放送サービスの未来像を見据えた周波数有効活用に関する検討分科会   
    （第2回）配布資料 「インターネットトラヒックの現状（MRI作成）」 

（1ｴｸｻ=10億ｷﾞｶﾞ） 

国内通信の総トラヒックの推移（推定値） 

トラヒックの現状① 
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1.3～1.5倍／年 
で推移 

29.7%増 

41%増 

※総務省の下記集計結果より再集計 
 「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算(2018年5月分)」 
 「我が国の移動通信トラヒックの現状(2018年3月分)」 
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トラヒックの現状② 

 時間帯や曜日によって、トラヒックは大きく変動 

 さらに、モバイルの場合、移動による利用者集中等により、エリアによって著しい不均衡が
発生。周波数の限界等により、スループット改善に苦慮しているエリアも存在 

〔例〕 東京近郊トラヒック分布 
           (平日・昼間) 

月 火 水 木 金 土 日 

N週 N+1週 
早朝と夜間で 

5倍の差 

+9% 

OSアップデート配信通知 
（水曜未明） 

▼ 

休日は昼間のトラヒック 
が増える傾向 

トラヒック変動のイメージ モバイルにおける局所的なトラヒックの発生イメージ 
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 動画など大容量コンテンツの増加に伴うトラヒック増加に応じ、ネットワーク設備を増強 

 公平性担保のため、混雑時には利用の多いユーザから順に、一時的に通信量を制御 

1ユーザあたり 
利用量の増加 

少数の大量利用者 
による帯域占有 × 

 継続的な設備増強 
 技術革新による 

コスト低減等 

打ち手 
大量利用者の 

帯域占有対策 

対処すべき 
状況 

トラヒック増加に対する取組み① 
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周波数の拡張 
新たな周波数でエリア構築 

既存周波数帯 
（飽和状態） 

新たな 
周波数帯 

周波数利用効率の向上 

MIMO 

QAM 

基地局の高密度化  

高トラヒックな市街地 

ショッピングモール 

多数のスモールセルを活用 

ネットワークの高速化 
複数の周波数を束ねることで実現 
するキャリアアグリゲーション(CA) 

294Mbps  3.5GHz 

294Mbps  3.5GHz 

400Mbps  1.7GHz 

受信時最大 

988 
Mbps 

※周波数の組み合わせは一例 

 NTTグループでは、トラヒック増加に対する設備増強等、様々な取組みを実施 

固定 モバイル 

既存周波数の利用効率を 
向上させる新技術を導入 

IPoE方式の利用拡大 

PPPoE方式に加え、大容量GW 
ルータによるIPoE方式を提供 

増設工事等の対応 

装置更改、装置増設基準の見直し
等によるネットワークの大容量化 

NGN 
網終端装置 

POI 

中継NW 

増設基準 
見直し 

NGN 

GWルータ 

収容ルータ 収容ルータ 

網終端装置 

PPPoE 
方式 

IPoE 
方式 

増速工事等 

トラヒック増加に対する取組み② 
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設備増強等の対応 
装置更改、技術革新等によるネットワークの大容量化 

バックボーンNW 

ISP網 

伝送装置の大容量化等 
2020 2015 2010 2005 2000 

2.4G 
10G 

100G 

400G 

40G 

容量（Gbps） 

年 
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少数の大量利用者による帯域占有状況 
委員限り 
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トラヒック増加に対する取組み③ 
委員限り 
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トラヒックの優先制御 

 優先制御通信を利用することにより、安定的な音声通話やIP放送を実現することが可能 

利用用途 サービス例 

優先 

固定 

■0AB-J IP電話 

■IP放送 

■データ通信 

■ひかり電話 等 

■ひかりTV（地デジ再送信 等） 

■データコネクト 

モバイル ■VoLTE ■高音質通話 等 

非優先 

固定 

■データ通信 

 

■インターネット接続 

（web、SNS、動画、ゲーム 等） モバイル 
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 優先クラスの通信が増えた場合、ベストエフォートの通信への影響や優先クラスを利用 
する他のユーザの通信への影響が生じるおそれあり 

 そのため、優先クラスの帯域の目安を設け、管理・運用（例えば、視聴できるch数に制限を

設定等）することで、品質の異なる複数のクラスでネットワークを共用していく必要あり 

優先パケット 

優先パケット 

優先パケット 

優先パケット 

優先パケット 

優先パケット 

他クラスの通信への影響 他ユーザの通信への影響 

優先クラスの通信の利用により帯域が占有され、 

優先クラス以外の通信が全く利用できなくなる 

優先クラスの一部のユーザにより、 

優先クラスの他のユーザの通信品質が低下する 

ベストエフォートパケット 

優先パケット 

優先パケット 

（管理・運用がなされない場合） 

優先通信で必要となる管理・運用 
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「ネットワーク中立性」を 

確保・維持するための仕組み 
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 NTTグループは、これまでもトラヒック増加に伴って継続的な設備増強を図ってきており、  
今後も、計画的に設備増強を実施していく 

 今後も動画配信サービスやオンラインゲームを中心としたトラヒック増によるネットワーク  
負荷増大が想定される中、通信事業者だけで設備増強していくだけでは、いずれ限界を
迎える可能性があり、全てのステークホルダーがWin-Winとなれる、持続可能なサービス
提供の在り方について、ステークホルダー間で連携していくことが必要 

 

 

 なお、今後、国内外で進展するデータの利活用や、通信データを用いたネットワークの 
セキュリティ対策等の検討を事業者が進めていく中で、消費者の立場から見たときに、 
個人情報保護との関係等、どこまでが実施可能で、どこからが問題となり得るか、線引き
が必ずしも明確でないケースが現れてくると想定 

 その結果、弊害が生じ得る場合には、「帯域制御の運用基準に関するガイドライン」の 
ように、関係者間で適切な整理を図ることが有用 
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関係者間連携の必要性 

放送コンテンツのネット同時配信について、「放送コンテンツ配信連絡協議会」に参加し、  
放送事業者等との検討を開始。今後、丁寧に議論を進めていく考え 


